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第１部  序 
［１－１]  ＧＨＳ分類マニュアルについて 
  本マニュアルは、GHS 国内実施に向けた基盤整備として国が実施する約 1500 物質の
分類に際し、その作業に携わる分類実施者の手引きとして作成したものである。限られ

た時間内に限られたリソースで暫定的な作業を実施することを前提としたものであり、

GHSに準拠した分類を行う場合に遵守すべき一般的な原則を示したものではない点に注
意が必要である。 
また、本マニュアルは、関係者の合意のもと、作業の実施状況・効率性等を踏まえ、

合理的な理由から修正が加えられることがある。 
 
［１－２]   分類作業フロー 
  図 1に分類作業を進めていくためのフロー図を示す。 


